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「書くこと」と英語を学ぶモチベーションの向上を目指した小学校外国語科

ー自己決定理論に基づく文字指導を通して—

1 主題設定の理由

1. A小学校の児童の実態
岡崎市の中心部に位置する A小学校は、新興マンシ

ョンの建設により児童数が増加しており、外国にルーツ

を持つ児童が多く在籍する市内有数の大規模校となっ

ている。 A小学校では、このような国際色豊かな学校の

特色を活かし、平成28年度から、A小学校が掲げる「め

ざす児童像」の実現に向けて、小学校課程の6年間を通

した英語教育を展開している。児童の実態は、以下の通

りである。

・授業内での振り返りシートに「もっと英語が使えるよ

うになりたい」と記述したり、習った英語表現を片仮

名やローマ字表記で書いたりする児童の姿がある。

•長期間による多量の input により、聞いた音をすぐに

復唱することができる。

・英語で「書くこと」に対して、興味や好奇心を持つ児

童が多い。

2. 今日的教育課題

新学習指導要領の改訂では、小学校高学年で「外国語

科」が導入されることに決まった。これにより、外国語

科においては「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書

くこと」の4技能を扱う学習が展開される。このような

方針の背景には、グローバル化への対応、学習者の希望、

そして認知的な発達段階があると考えられている。急速

にグローバル化が進展する今日の社会では、限定された

職種だけでなく、様々な人々にとって外国語の能力やコ

ミュニケーション能力が求められる時代を迎えたと言

える。また、文部科学省 (2014)の小学校外国語活動実

施状況調査によると、中学生の8割が「小学校の英語の

授業で英単語を『読む』『書く』機会が欲しかった」と

回答している。そして、抽象的な思考力が高まる高学年

段階では、単調なドリル学習ではなく、思考を伴う学習

活動が彼らの知的欲求を満たすことに繋がると言われ

ている。

しかし、従来の授業では、音声面の学習のみを扱った

ことで、偏りのあるコミュニケーションになっている。

「間くこと」「話すこと」に加え、児童が興味を持つ「読

むこと」「書くこと」の学習機会を設定することで、児

童の英語学習への動機づけは、さらに高まっていくよう

に思われる。そこで、児童の英語を学ぶモチベーション

のさらなる向上のためには、音声面での十分な慣れ親し

みの上で積極的な文字指導を行ったり、単調なドリル学

習とは異なる思考を伴う学習活動を展開したりするこ
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とが、今後さらに必要であると考えた。

3. めざす児童の姿

前述の A小学校の児童の実態と今日的教育課題を踏

まえ、英語を学ぶモチベーションの向上のためには、「思

考を伴う、書く活動」を設定する必要があると考えた。

これは、児童が自分で考え、自分で決めた「言いたいこ

と」や「伝えたいこと」を、文字言語を通して表現する

学習活動のことである。

また、児童がこれまでに培ってきた、音声面での十分

な慣れ親しみの上で「思考を伴う、書く活動」を行うこ

とができれば、英語を学ぶモチベーションの向上に繋が

るのではないだろうかという考えを持った。

そこで、めざす児童の姿を以下のように設定した。

英語で「思考を伴う、書く活動」を通して得られる「自

分の思いを伝えることができた」「相手の思いが分かっ

た」という体験から、意欲的に英語学習に取り組むこと

のできる児童。

II 先行研究の概観
「思考を伴う、書く活動」の実現と、意欲的に英語学

習に取り組むことのできる児童の育成のためには、「書

くこと」及び学習者の学習への動機づけについて整理し

ておく必要があると考えた。そこで、本章では英語学習

におけるモチベーションの先行研究と、書くことと思考

に関わる研究実践についてまとめていく。

まず、 JACETSLA研究会 (2013)には、動機づけ理

論の中で最も影瞥力のあるアプローチの 1つとして、

Deci & Ryan (2002) の自己決定理論 (self—

determination theory, SDT)が挙げられている。 SDT

では、学習者が無動機 (amotivation)の状態から内発

的に動機づけられている状態までが自律性の程度によ

り概念化された動機づけ理論である。また、従来対立す

るものと捉えられていた内発的動機づけ (intrinsic

motivation)と外発的動機づけ (extrinsicmotivation) 

を 1次元の連続体として捉え、内発的動機づけが自己

決定性の高い状態にあるとした理論である。図 lは、こ

図1: SDT [JACET SLA研究会 (2013)に基づき簡略化］
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の理論を筆者が図式化したものである。 SDTでは、学

習者のモチベーションを底める要因として、自律性

(autonomy)、有能感 (competence)、関係性

(relatedness) という 3つの心理的欲求の充足が挙げ

られている。そこでは、これらが満たされた時、人は内

発的に動機づけられ、課題に積極的に取り組むようにな

ると述べられている。廣森 (2004)の大学生英語学習者

を対象とした研究でも、 SDTの3つの心理的欲求が満

たされたとき、学習者の動機づけが高まったことが明ら

かにされている。

次に、書くことと思考に関わる研究として、大井

(2017)の研究実践に注日した。中学生を対象にライテ

ィング指導を行った大井は、「薯くこと」に困難を感じ

ている生徒に、 Bereiter& Scardamalia (1987)の提唱

する手続き促進法を用いることで、生徒の「伝えたい」

という気持ちに寄り添うライティング活動が展開でき

るとしている。手続き促進法とは、書き手が、何を書い

たらいいのか分からないという writer'sblockの状態の

折に、熟達した書き手がたどる内省 (reflection)を、キ

ュー・カードという形で提示することで、書き手の思考

を促進させる手立てのことである。この研究では、まず

pretestから得られたライティングデータを基に、生徒

を下位、中位、上位のグループに分類した。そして、キ

ュー・カードを使い、語彙や文構造に加えて、作文のテ

ーマに関する書き手の考えや理由、事実を間うことで、

生徒の書きたいことを明確化することができるように

した。その結果、 posttestのライティングでは、下位グ

ループを中心に使用語数の増加が見られ、すべてのグル

ープで記述内容が豊かなものに変化していくことが明

らかとなった。大井が分析のために用いた各グループの

生徒の内省記述には、次のようなことが書かれていた。

下位：（略） 2回目は、前回のプリントで『理由』をやっ

たのを思い出せたので、前よりも書きやすくなっ

た。

中位： 1回目は何を薯けばいいのか？と悩んでいたが、

その悩みもなくスムーズに書くことができたと

思います。

上位：（略）詳しく書けるようになった気がする。接続

詞とかをもっと知れればもっと上手に書ける。

つまり、「書くこと」の学習場面で書きたいことを明

確化させることで、ライティングにおいてアイデアを生

み出したり深めたりすることに繋がり、書き手の思考が

促されると考えられる。

また、 SDTと書くこと」に繋がりを持った先行研

究も見られる。小学校高学年児童を対象に、国際理解及

び英語の読み書きに対する動機づけを調査した山本

(2011)は、海外の子どもたちと手紙や Eメールを利

用した国際交流を行うことで、「書くこと」への動機づ

けが高まるとしている。山本が行った 5件法のアンケ

ートでは、「もっと海外に友達を作りたいと思うか」に

対して、 90%が肯定的な回答をしている。そして、「交

流後、読み書き練習をもっとしてみたいと思ったか」に

対しては、およそ 80%が肯定的な回答をしている。ま

た、自山記述のアンケートでは、「相手の国などの様子

がわかってよかった」、「書けるようになりたい」という

回答が見られる。この結果を SDTの枠組みから捉える

と、「薯くこと」の活動の中で、児竜が自由に書くこと

を選択できたこと (autonomy)、海外の子どもたちとの

やりとりを通して、自分の思いや考えを伝えることがで

きたこと (competence及びrelatedness)から、 3つの

心理的欲求が満たされ、内発的動機づけが向上したと考

えることができる。

そこで、本研究においても、自己決定理論 (SDT)を

用いて、児童の実態に合わせた文字指導を行っていくこ

ととする。なお、この文字指導とは、「書くこと」の指

導の全般を指している。そして、この実践により児童の

英語を学ぶモチベーションが、どのように向上していく

のかについて検証していくこととする。

m 本研究における実践デザイン
1 . 研究仮説

外国語科における文字指導「書くこと」の学習場面で

autonomy、competence、relatednessに働きかけるこ

とで、児童の英語を学ぶモチベーションを高めることが

できる。

2 研究の概要

(1)参加者

岡崎市立A小学校第6学年B学級

(2)実践の手立て

本実践では、児童の英語を学ぶモチベーションを高め

るために、 3つの手立てを講じた。その手立ては、前述

した SDTの3つの心理的欲求に対応したものである。

まず、 autonomyについては「A小ガイドブックの作

成」という手立てを講じた。児童が愛着を感じる A小

学校を題材に、書く内容への自由裁量権を児童に与える

ことで、「自分で決めたこと」について書こうとする意

欲に繋げていく。これにより、「自分で英語を書いてみ

たい」という思いに働きかけることができると考える。

次に、competenceについては「スッキリストの使用」

という手立てを講じた。書く際に、児童が必要とする英

語表現をリスト化し、辞書代わりとして使用できるよう

にした。第 5時から第 7時の書く活動及び作品の完成

を通して得られる自信や達成感から、「英語で書けた」

という思いに働きかけることがねらいである。

そして、 relatednessについては「読み合う活動の設

定」という手立てを講じた。児童が毎時に壽いたもの及

び完成作品を読み合い、書き方や書いたものについての

アドバイスを送ったり感想を共有したりするといった、

他者と関わる場を設定した。これにより、これまで児童
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が感じてきた音声中心のコミュニケーションの楽しさ

に加えて、「書くこと」という活動達成のための関わり

や、壽いたものという文字情報を介しての意思疎通から

生まれる「コミュニケーションが楽しい」という思いに

働きかけることができると考える。

以上の手立てを基に、「自分で英語を書いてみたい」

(autonomy)、「英語で書けた」 (competence)、「コミ

ュニケーションが楽しい」 (relatedness)という 3つの

心理的欲求に働きかけ、図 2にあるような英語を学ぶモ

チベーションの向上に迫っていく。

図2:英語を学ぶモチペーションの向上

(3)実際の単元計画

平成 30年 5月から、同年6月の 1か月間で、「書く

こと」を中心とする 8時間完了の学習活動「英語でA小

ガイドブックをつくろう！」を行った。 8時間の概要は、

表1の通りである。また、学習課題と 3つの手立ての関

係については、図3の通りである。

表1: 実際の単元計画

単元名：「英語でA小ガイドブックをつくろう！」

時間 学習課題
--- -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

学習活動

第 1'"'- A小ガイドブックの内容を考えよう

2時 ・日本と諸外国の小学校生活の違いを知る。

・ガイドブックで伝えたい内容を考える。

第 3'"'- 伝えたいことや、好きなところを考えよう

4時 • 自分の「書いて伝えたいこと」を考える。

・日本語でアイデアを書き出し、整理する。

第 5,,._,_., スッキリストを使って、自分の伝えたいこと

6時 を英語でスッキリ書こう
-- - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

・グループで相談しながら、自分の伝えたい

ことに対応する英語表現をスッキリスト

から見つける。

・見つけた英語表現を書き写す。

・下書きを完成させる。

第7時 A小ガイドブックを完成させよう

・下書きを基に、清書を完成させる。

第8時I友だちのページを読んで、分かったことを伝

えよう---- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
・スッキリストを使って友だちの作品を読

み、感想を記入する。

・単元全体を振り返り「書くこと」について

考える。

時間 学習課題 3つの手立て

第1-A小ガイドブックの内{'',~ ふ s必- ~ ベ

2 六考えよ―
第3~伝えたいことや、好き
4時 なところを考えよう
第5-スッキリストを使って令
6時自分の伝えたいことを
英語でスッキリ書こう

第7時 A小ガイドブックを完

-騎麟ージを読
んで、分かったことを ．．． ．．． 

伝えよぅ I '"・・,v// "'<-✓-> ・-, __ / 

図3:学習課題と 3つの手立ての関係

(4)検証方法

児童の英語を学ぶモチベーションの検証として、授業

実践の事前及び事後に選択式アンケート調査を行い、事

後に記述式アンケート調査を行った。選択式アンケート

の結果については、 t検定を用いて分析し、記述式アン

ケートの結果と毎時の振り返りシートヘの記述と併せ

て検証した。

事前事後の選択式アンケートでは、英語学習への動機

づけや英語の授業に対して児童が抱いている思いや考

えについて間うことにした。アンケートの質間内容は、

廣森 (2004) と、 SDTの枠組みを用いて大学生を対象

に英語学習への動機づけを調査した永倉 (2013)の質間

紙を基に作成した。その際、今回の参加者が小学生であ

ることから、同校の 6年生 1クラスを対象にパイロッ

ト版を実施した。その結果を受け、小学生向けの質間紙

となるよう、アンケートの文面に改良を施した。実施し

た、アンケートの質間内容は、以下の通りである。

05件法を用いた選択式アンケート

動機づけの実態調査 (15項日）と、授業における 3つ

の心理的欲求に対する実態調査 (15項目）の全30項目

のアンケートを作成した。授業実践の事前と事後に実施

した。
I一・一• 一・ー・一・ー・一・ー・一• 一・ー・ー・一• 一・ー・一・一• 一・ー・一• 一・ー・一・ー・一・ー・一• 一・ー・ー・一• 一・ー・一・一• 一・ー・一• 一・ー・一・ー・一・ー・一・一I

【動機づけの実態調査】

Al. クラスの友だちと、コミュニケーションできるから

A2. 英諮を勉強することは、大切だと思うから

A3. 友だちゃ生生に、英訪の勉強をが‘んばっていると思われたい

から

A4. 英諮ができると、中学生になったとき有禾I/だと思うから

AS. 英訪は勉強したくない

A6. 英諮を勉強することが存きだから

A7. 英訪を勉強するこどは埒闇をむだにしているような気が‘する
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AB. 月衣認以界のことばを使えるようになりたいから

A9. 英諮が‘できると、なんとなくかっこいいと思うから

AlO. 英諮を勉強しなげればいばない社芸だから

All. 英諮を勉強して、薪しい発見があるとうれしいから

Al2. 象族や児生が‘、英誼を勉強するようにど冒っているから

A13. 英誇くらいできないと、は天かしい土うな忽が‘するから

A14. 英諮を勉強しなばればいIfない理麿がわからない

A15. 英誇を勉強することは、且分の成長に役立つと思うから

5 : 強く思う 4: 少し思う 3 : どちらでもない

2: あまり思わない 1 : 全く思わない

内発的動機づけ： 1, 6, 11 

同一視的調整： 2, 8, 15 

取り入れ的調整： 3, 9, 13 

外的調整： 4, 10, 12 

無動機： 5, 7, 14 

ー・一・ー・一• 一・ー・ー・一• 一・ー・一• 一・一・ー・一• 一・ー・一• 一・一・ー・一• 一・ー・ー・一• 一・ー・一• 一・一・ー・一• 一・ー・一• 一・一・ー・一• 一・ー・ー・一• 一

【授業における3つの心理的欲求に対する実態調査】
Bl. 英餅の援襲さ勉強することは、すべて先生が決めている

B2. 英読の綬嚢では、先生や友だちからぽめられることがある

B3. 英認の綬葉をいっしょに受ばている友だちとは、伶が‘いいと

思う

B4. 英諮の綬葉芍勉強することを、自分で自臼に選ぶことが‘でき

る

BS. 英説の綬叢での臼分のが‘んばりに満足している

B6. 英諮の綬葵では、皮だちと紹力して勉強できていると思う

B7. 英妍を勉強するとき、自分の意見が受ば入れられていると感

じる

BB. 英餅の綬葵では、片分の力を出せていると思う

B9. 英諮の活動る通して、友だちのこと合知ることは、臼分にと

って戻いことに思う

BlO. 英諮の綬葵では、どんなことを勉強したいかを書えるチャ

ンスがある

Ell. 英謗の綬葉中、英謡ができないと思うこどが丈くある

B12. 英諮のク‘ンレーフ活動では、友だちと協力して取り組めてい

ると思う

B13. 英誇の綬災では、英誇を使って戸分のことを衷現すること

ができている

B14. 英誇の綬葵巾、互分は英説ができると感じる

B15. 英瓢の侵癸には、友だちと仰戻く勉強できるふんいきがな

いと思う

5: 強く感じる 4: 少し感じる 3: どちらでもない

2: あまり感じない 1 : 全く感じない

自律性： 1, 4, 7, 10, 13 

有能感： 2, 5, 8, 11, 14 

関係性： 3, 6, 9, 12, 15 

0記述式アンケート

授業実践に関する参加者の内省記述からモチベーショ

ンの変容を検証するため、全 4項目の記述式アンケー

トを作成した。授業実践の事後に実施した。
l—• 一・一・一・一・ー・一・一・一・一・一・ー・一・一・一・一・一・一・一・一・一・一・一・ー・一・一・一・一・一・ー・一・一・一・一・一・一・一・一・一・一・一・ー・一・一・一• —l 

Cl. 今支での投業の土うな、英認を「占くこどJについて、どう

思い史すか。臼四に意見を書いてください

C2. A小ガイだブックの内容を、互分巧央めて書いたごとについ

て、どう思い丈すか。召四に意見を害いてください

CJ. 友だちからコメンfをもらったり、友だちにコメンfをおく

ったりしたことについて、どう思い支ず九店閏に譲見を州

いてください

C4. 援葉を受汀てみて、英謡の勉強についてどう思い支すか。 H

四に意見を界いてください

IV 3つの手立てを用いた授業実践

本章では、 3つの手立てに関する授業実践の詳細と、

そこでの児童の様子及び教師の支援について述べる。な

お、授業実践と 3つの手立ての関係については図3を

参照のこととする。

1 . 「A小ガイドブヽ2クの作成」（第1時～第8時）
(1) A小ガイドフックとは

「自分で英語を書いてみたい」という autonomyに働

きかけるため、児童がこれまで生活し、愛着を感じてい

るA小学校を題材に「英語でA小ガイドブックをつく

ろう！」という学習課題を設定した。この単元において

児童は、A小学校の「伝えたいこと」や「好きなところ」

を考え、児竜一人ひとりが英語で書く活動を行っている。

単元の最後に完成する A小ガイドブックとは、児童一

人ひとりが英語で書いた作品を綴った作品集のことで

ある。なお、本実践では、児童が完成作品へのイメージ

を持つことができるよう、一般的なガイドブックの性質

とは異なるが便宜上ガイドブックという名称を用いて

しヽる。

(2)児童の様子及び教師の支援

学習課題との出会いの場面では、ガイドブックの作成

という活動に戸惑う児童の姿が予想された。そこで第 1

時では、児竜が楽しみにしている修学旅行を取り上げ、

京都と奈良の年間外国人観光客数を知らせた。そこで出

会う多くの外国人とのコミュニケーション場面を想起

させた後、児童と次のようなやり取りを行った。これに

より、自然な流れで学習課題に出会わせることができた。

T : 旅行先で出会う外国人に、どうやったらA小学校

のことを紹介できるかな。

81: 英語で話して伝える。

T : 英語で言いたいことがすぐに言える？

81: ちょっとすぐには難しい。

82: 何か紹介するものがあれば困らないし便利でいい。

T : 例えば、どんな？

83: 絵とか写真とか。

84: メモとか原稿みたいなものを書いておいてもいい。
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第2時では、ガイドブックに書いて伝えたいことを考

える活動を設定した。ここで決定したテーマで書き進め

ていくことになるため、 A小学校の特徴、児童の A小

学校での経験、思い出等を個人で振り返る時間を丁寧に

取った。これにより、第3時での、児童一人ひとりが自

分で決めたテーマについて、日本語でアイデアを書き出

す活動及び第 5時以降での、英語で書く活動に繋げる

ことができた。そして、単元のまとめとなる第 8時で

は、学級に在籍するすべての児童が、自分で決めたテー

マについて英語で薯くことができた。これは、児童が愛

着を感じる A小学校を題材に、書く内容への自由裁量

権を与えたことで、「A小学校について自分で考えたこ

とだからこそ、自分のことばで書いてみたい」という思

いに働きかけることができた結果であると考える。

しかし、第2時及び第3時の段階で、一部の児童から

は、「何を書いていいか分からない」という反応が見ら

れた。これは、 autonomyに働きかけるために保障した

高い自由度が原因であると考える。そこで、教師の支援

として、個人で考える時間に個別で児童の話を聞いたり、

全体でどんなテーマや内容にしたのかを共有したりす

る時間を設けた。これにより、「何を書いていいか分か

らない」と悩んでいる児童にとって、考える手がかりを

与えることができたと共に、学級に在籍するすべての児

童が、自分のテーマ及び内容を決定することができた。

2. 「スッキリストの使用」（第5時～第8時）
(1)スッキリストとは

「英語で書けた」という competenceに働きかけるた

め、第5時からの書く活動では、児童が辞書代わりとし

て使用できるスッキリストを作成して児童に配布した。

スッキリスト作成の過程は表2の通りである。

表2:スッキリスト作成の過程

時間 ！ スッキリスト作成の流れ

第4時｛児童が日本語で薯き出したアイデア（ワー

！クシート）を回収する。

第4時！①児童の記述を基に、教師が英訳する。

終了後!ex) 例厭がある。

⇒ We have a school uniform. 

水泳が方き。

⇒ I likesw加 ming.

12の委員芸がある。

⇒ We have twelve pro_炉cts.

i②共通する英語表現を抽出する。

: ex) Wehave 

！③英語表現と語彙に分けて、スッキリスト

に記載する。

ex) <英謡表現＞

We have~. f'""--'がある。J

＜語彙＞

a school un1f'orm/俯順

twelve pro. 炉cts/12種類の委員芸

第5時：児童にスッキリストを配布する。

この手立ては、書き手の実態に合わせて手続き促進法

を用いた大井(2017)から着想を得ている。大井(2017)

の実践では、英語の語彙や文法の基礎知識を持つ参加者

を対象に、書く内容を深めるための支援をしている。し

かし、本実践の参加者は、書く内容は決まっているが「書

くこと」のために必要な知識を持ち合わせていない。そ

こで本実践では、児童に対して英文の雛形（英語表現）

や語彙といった、「書くこと」のために必要な情報を与

えるという支援を行った。なお、スッキリストという名

称は、「自分の言いたいことを英語でスッキリ書きたい」

という振り返りシートヘの児童の記述から名付けたも

のである。

(2)本実践における「書くこと」について

一般的な文字指導の考えとして、「書き写す」学習と、

writingとしての「書くこと」の概念は異なっている。

しかし、本実践では学習指導要領の目標と「思考を伴う、

書く活動」の観点から、「書き写す」ことを「書くこと」

として捉えている。

学習指導要領の領域別日標「書くこと」には、次のよ

うな記述がある。

(5)書くこと

ア 大文字，小文字を活字体で書くことができるよ

うにする。また，語順を意識しながら音声で十分

に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書

き写すことができるようにする。

スッキリストの作成段階では、A小学校のカリキュラ

ムを参考に、児童がこれまでに習った英語表現や語彙が

使えるよう配慮した。児童が慣れ親しんだ表現を書き写

すことができるようにした点で、小学校外国語科の日標

に迫ることができたと考える。

「思考を伴う、薯く活動」の観点で児童は、以下の 3

つの場面で思考している。

①自分の言いたいことを自分で考える場面（第3,--.__,4時）

②自分のアイデアに近い英語表現を、スッキリストの中

から探し出す場面（第5,--.__,7時）

③探し出した英語表現のうち、空欄になっている部分に

適切な語彙を補充する場面（第5,--.__,7時）

実際に用いたスッキリスト（図4)には、「言いたい

こと」を伝えるために適切な英語表現を選ぶ場面及び意

味が伝わるようにするために適切な語彙を補うという

思考の場面が存在する。
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以上のように、本実践では「書き写す」ことを「壽＜

こと」として捉え、指導及び学習活動を展開している。

孔んなA'P,(テ？
''''''' 

楽しませたり、野止させ
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、
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図4:実際に用いたスッキリストの一例

(3)児童の様子及び教師の支援

第3時に児童が決めた書く内容（以降、アイデアと表

記）は多岐に渡り、それらを授業内で取り扱うことは困

難であることが予想された。児童の振り返りシートヘの

記述からも、自分のアイデアを英語にすることに対する

期待と不安が見られた。そこで、第4時の前半では、自

分の言いたいことを短いことばで言い換えても相手に

伝わることや、簡単に整理することで既習の英語表現に

当てはめやすくなることを児童に伝えた。そして、「自

分のアイデアに近い表現を使用する」という英借文のイ

メージを児童と共有した。その後、書き出したアイデア

を短くシンプルな表現（以降、「かんたん」と表記）に

書き直す活動を行った。表3は、実際の児童の記述の変

容である。

表3:児童の記述の変容

児童A (学芸会について）

アイデア iほかのクラスの芸を見て直す所などを直

！して最高の芸をみんなでつくりあげる
----------――← --------------------------------------------------

かんたん ！最高の劇を作りあげる

児童B (A小のマスコットキャラクターについて）

-ア---イ--デ--ア----"：-A---小--の---せ---い--服---を---き--て---、--た---っ--て---い---る------------
かんたん ！せい服をきている

児童A、B共に、第3時の授業では、自分のアイデア

を英語にすることに期待と不安を感じている様子が見

られた。しかし、第4時でアイデアを「かんたん」にし

たことで、既習の英語表現が使えることに気づく姿が見

られた。以下は、授業中に確認された児童の発言である。

児童A:「最高」はwonderfulだ。「作りあげる」は「作

る」だから、 makeで通じるよね。

児童B:「着ている」は前に習いました。 wearでいいと

思います。

第5時以降の書く活動では、それぞれのテーマ毎に児

童を割り振り、グループを編成した。そして、スッキリ

ストを辞書として使いながら、自分で決めた「かんたん」

に対応する英語表現をスッキリストの中から探し、空欄

補充及び書き写す学習活動を行った。その際、教師は児

童の competenceに働きかけるための個別支援に集中

した。以下は、児童Cに対する個別支援である。

児童C: I practice very very soccer. (児童の記述）

T : どうして、これ (veryvery)を書いたの？

児童C: "very"つて「とても」つて意味でしょ。部活と

かクラブでサッカー頑張ってるから (very

veryを）付けた。

T : 面白いね。

児童C:だめだった？

T : ううん、むしろこれ (veryvery)使いたいな。

児童C:どうしたらいい？

T : 「頑張る」とか「一生懸命に」つていう英語、

何か知ってる？

児童C:え一つと… very…hard?

T : なら、 Ipractice soccer very very hard. でどう

だろう。

児童C:これで伝わる。やった。

長期間による多量のinputにより、学級の児童は筆者

の想定以上に、多くの英単語及び英語表現を理解してい

た。そのうち、児童 Cはスッキリストに記載された英

語表現 "Ipractice soccer."を自分なりにアレンジして

いる。児童Cの記述"Ipractice yeryy~:r:y soccer."は、文

構造の視点では誤りである。しかし、自分の「言いたい

こと」や「伝えたいこと」を、既習の知識を活用して表

現しようとする姿は「思考を伴う、書く活動」に他なら

ない。そこで、児童 Cの思いとことばを尊重する個別

支援として、児童Cと相談しながら、 "Ipractice soccer 

yery_yery_hard.''という表現を用いることにした。個別

支援を行った児童 Cに限らず、すべての児童に対して

スッキリストを用いた書く活動を行ったことで、英語で

の書き方が分からないという「書くこと」への不安感を

解消し、児童の「英語で書けた」という competenceに

働きかけることができたと考える。

3. 「読み合う活動の設定」（第4時～第8時）

(1)読み合う活動とは

「コミュニケーションが楽しい」という relatedness

に働きかけるため、自分が書いたものをきっかけに、他

者と関わり合うことができる場面を設定した。本実践の

都合上、児童毎に壽く内容が異なることから、個人の活

動時間が中心となってしまうことが予想された。そこで、

大人数が教室という同じ空間で学ぶことと、「書くこと」

を通して他者と意思疎通を図る writing本来の目的に

注日することで、「書くこと」を通して生まれるコミュ

ニケーションの楽しさを実感できる読み合う活動を設
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定した。

第4時では、児童が日本語で曹いたアイデアが「かん

たん」になっているかを確認できる場面を設定した。そ

して、第5時から第7時では、同じテーマについて書く

児童を割り振り、グループを編成した。これにより、毎

時の授業では、グループのメンバーで書いたものを見せ

合ったり、内容が正しく伝わっているかを確認し合った

りすることができる学習場面を設定した。また、単元の

最後となる第 8時では、完成作品を集めて製本したガ

イドブックを、スッキリストを使いながら学級全体で読

み合い、読んだ完成作品に感想を送る活動を行った。

(2)児童の様子及び教師の支援

第 5時から第 7時までのグループ活動では、毎時に

書いたものを読み合い、それについて関わり合う児童の

姿が見られた。児童の様子に注日すると、第5時から第

6時にかけては、スッキリストから選択した英語表現及

び語彙の組み合わせの確認、綴りの確認、単語と単語の

スペースの取り方といった書き方への指摘が中心とな

っていた。以下は、毎時の振り返りシートヘの児童の記

述である。

S5: みんなに教えてもらって完成できたのでうれしか

った。

S6: とても良いアドバイスがたくさんきたので、これ

からは、それを気を付けて、上手に書けるように

なりたし＼

しかし、活動が進むにつれて、書き方に関することが

中心だった関わり合いに、変化が見られる児童が増えて

きた。より伝わりやすい作品とするために、文の順番を

入れ替えた方がいいというアドバイスや、日本語で書い

た「かんたん」と英語で書いた表現を何度も比較しなが

ら、同じように意味が伝わるかを確認し合うといった、

内容に関することが確認されている。以下は、毎時の振

り返りシートヘの児童の記述である。

S7: 自分が伝えたいことが伝わっているのかがわかっ

た。

S8: 友だちがどんな事をかけているのかがわかってう

れしかったです。

そこで教師は、児童の関わり合いを尊重しながら、児

童だけでは解決しないことや、質間及び相談に対応する

支援を行った。ほとんどの児童にとって初めての経験と

なる「書くこと」であったが、グループ活動という他者

と確認したり相談したりできる学習場面を設定したこ

とで、文字のT寧さや読みやすさ等、相手に配慮して薯
こうとする児童の姿を見ることができた。そして、書い

たものをきっかけに、他者と関わり合うことを楽しいと

感じる児童の姿が確認された。

第 8時の完成作品を読み合う活動では、これまでに

関わってこなかったグループの完成作品を読み、コメン

トシートにメッセージを書いて送り合う活動を行った。

以下は、振り返りシートヘの児童の記述である。

S9: ほかの友達はこんなことを書いているんだなとい

うことがわかりよかった。

S10: 同じ内容だけど、それぞれの捉え方などがちがっ

ていておもしろかったです。

相手の思いが分かることや、自分の作品に感想が貰え

ることを通して、「書くこと」で生まれるコミュニケー

ションによさを感じる児童の姿を引き出すことができ

た。

V 成果と課題

児童の英語を学ぶモチベーションの向上の変容を検

証するため、事前と事後に行った選択式アンケートの平

均値の差を両側検定の t検定により検討した（表4)。

表4: Pre・Postの平均値と SD及び t検定の結果

..........t ..... (! 6....0...) 、~ ~ 

A1 U3 0,86 tlO 0,78 如0」4 0.662 
鯰 4、42 0.61 Ul 0,61 -1-99 0』56
船 3-10 0.96 2"91 IJ)6 0,85 0,403 

“ 
4べ45 0.98 4蒻 〇,66 滋tOO 0,325 

A5 U7 L04 2J3 0屈 滋UI OJ 18 
筋 8,77 0,97 3鯰 L01 L97 0,068 
A7 "61 。J9 L90 0,96 -us OJ07 
祁 t26 0<95 t19 0,90 0,57 t572 
胡 U3 0,82 UI LOO 1さ10 0,281 
AIO 8,45 t21 3,68 L06 -uo 0闘l
All 8,68 l』6 3,90 (r,96 -t27 。,214
Al2 2,94 t24 2煎 L21 0、26 0]94 
A13 2,71 t22 2,97 1,18 硲tOO U25 
A14 2.00 lン11 2JO 0,93 硲0.57 狐乃
A15 4.13 0,98 U6 0,86 玲U9 OJ47 
Bl 3,65 OJ8 3,61 0,90 。J7 U65 
82 3,68 U2 3,90 0,93 如U9 OJ47 
齢 4,13 0,83 U9 0.66 必1.86 。今013
B4 2,65 1.00 2.87 0.91 -U! 〇 o.325 
B5 3-(!6 1.24 3J6 1闘 噌49 0鈴0
86 3,94 101 4節 。,84 -1l85 。J03
87 U2 0,98 t35 闘0 0,33 0}45 
齢 U8 U3 t81 0,93 滋U3 0,017 
89 4.35 。J4 t26 0,88 0紐 0,540 
810 3<39 0<90 糾6 L14 0,93 °'362 
811 3.10 U4 3,19 L33 -0.52 0,610 
812 4-23 〇,87 4、29 0,68 -0,37 0}12 
813 8-74 U4 3-87 0,91 -0,58 t564 
814 8,06 1.24 3,16 U4 -0,68 t50!) 
815 t90 l』9 l舒 1,07 0,23 t82:3 

その結果、これらの平均値の差は有意ではなかった。

しかし、p<0.1であった以下の4つの項目については、

児童の考え方に変容が見えつつあるのではないかと思

われる。

I頁日 A2:t(60) = -1.99, p = .056 

判［日 A6:t(60) = -1.97,p= .058 

I頁日 B3:t(60) = -1.86, p = .073 

I頁目 B8:t(60) = -1.83, p = .077 

そこで本章では、 4つの項日のうち、項目 A6「英語
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を勉強することが好きだから」と、項目 BB「英語の授

業では、自分の力を出せていると思う」に焦点を当て、

児童の記述式アンケート及び毎時の振り返りシートへ

の記述と、授業中の児童の発言と併せて結果を考察する

こととした。その後、 3つの手立ての成果と課題につい

ても、記述式アンケート及び毎時の振り返りシートヘの

記述と、授業中の児童の発言を基に考察する。

1 . モチベーションの変容について

(1) 「英語を勉強することが好きだから」

項目A6において有意な差が得られなかった原因とし

て、児童が従来の学習活動に感じていた「楽しさ」（＝

好き）とは異なる本実践の学習活動が数値に影馨したと

考えられる。本実践では、「薯くこと」を中心に授業を

展開した。このことについて、多くの児童が以下の S11

のように前向きな捉え方をしている。

I S11: 書くと思いが伝わるしいい。

この記述にもある通り、「薯くこと」に対してよさを

感じていることが分かる。

一方で、学晋活動に対する「楽しさ」については、授

業中の児童の発言に、次のようなものが確認されている。

I S12: 座って受ける英語の授業もあるんだ。

児童がイメージする外国語科は、これまで彼らが受け

てきた授業形態に大きく影響を受けている。A小学校で

は、英語を用いたゲームやごっこ遊び、インタビュー活

動を軸に授業が作られている。このことから児童は、「聞

くこと」「話すこと」といった、動作を伴う発話活動に

楽しさを感じていたと考えられる。記述式アンケートの

項日 Cl(今までの授業に対する感想）への記述には、

S13のようにコミュニケーション活動を望む記述が見

られている。

I S13: もうちょっとゲームを増やしてほしいです。

本実践は、児童がイメージする「聞くこと」「話すこ

と」を中心とした外国語科とは異なる授業形態であった。

このような児童が従来の学習活動に感じていた「楽しさ」

（＝好き）とのギャップが、数値に影響したと考えられ

る。児童の外国語科へのイメージを尊重しながら、動作

を伴う発話活動の一部に「書くこと」を取り入れたり、

単元の最後にこれまで学んできたことを生かして書く

活動に繋げたりするといった、「書くこと」に至るまで

の段階を踏んだ学習活動の多様化を図ることで、異なる

学習活動への抵抗感の解消に努めるべきであった。

(2)「英語の授業では、自分の力を出せていると思う」

項目 BBにおいて有意な差が得られなかった原因とし

て、学習活動の難しさが数値に影響したと考えられる。

本実践では、学級の児童全員が、それぞれの作品を作

りあげることができた。また、授業中の反応や、毎時の

振り返りシート及び記述式アンケートからも、児童が本

実践の学習活動や自分自身の頑張りに達成感を持って

いたと考えることができた。しかし、児童の記述のほぼ

すべてに共通したものとして、「むずかしかった（けど）」

という表現が見られる。

S14: 砂ずかしいけど話したり書けるようになるとうれ

しし＼

S15: ガイドブック作りはとても難しかったけど楽しか

ったです。仲間と協力してガイドブックを作るの

がとても楽しかったです。

児童の記述にある通り、「書くこと」という学習活動

の難しさが数値に影響したと考えられる。今後は、 1時

間の授業の中で児童が十分に慣れ親しんだ英語表現を

取り上げ、それを「書くこと」に繋げるといった、質的

及び量的にも児童の実態に適した難易度の学習活動の

設定を行う必要がある。

2. 3つの手立てについて

(1) A小ガイドブックの作成

①成果

多くの児童から「自分で決める」ことへの肯定的な記

述が見られている。以下は、毎時の振り返りシートや記

述式アンケートから得られた児童の記述である。

S16: 自分で決めたことだから、がんばれた。

S17: 自分の書きたいことを自分で決めてかけたのでう

れしいし、やる気が上がる。

S18: 自分で決めた内容が完成したら、達成感がある。

S19: 自分で決めるから楽しい。人にこう書けこう書け

っていわれたら、みんな同じものを書くから楽し

くなし＼

肯定的な記述のうち、「やる気」や「達成感」という

言葉が多く確認されている。このことから、「自分で英

語を書いてみたい」という autonomyに働きかけるた

めの手立て「A小ガイドブックの作成」の成果として、

児童の「伝えたい」という思いを尊重し、書く内容の自

由度を高めたことで、 autonomyに働きかけることがで

きたのではないかと考える。

②課題

w章 1節 (2)で報告した通り、 A小学校について
「伝えたいこと」や「好きなところ」をテーマとする抽

象的な課題設定は、一部の児童にとってはイメージしづ

らいものであった。授業中の児童の様子から、「A小ガ

イドブックの作成」については、「高い自由度が与える、

学習活動への不安感」が課題であると考える。

自由度の高いテーマ決定に際し、「何を書いていいか

分からない」という児童に注目をすると、共通すること

として、一度決定したテーマに対して、何度も変更を希

望する声が確認された。児童にとって、自分で決めたこ

とが他者と異なることは、大きな不安に繋がるというこ

とが分かった。テーマ決定への自由度を保障しながらも、

教師が事前に児童のテーマを集約し、そこから書きたい

ことを選べるようにするといった、児童の思いや考えを

生かした支援の方法について検討する余地があったと
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考える。

(2)スッキリストの使用

①成果

スッキリストを辞書として使用し、書き写す学習活動

を通して、学級に在籍する児童全員が、自分の言いたい

ことを英語で書くことができた。表5は、学芸会につい

て記述した児童 A と、 A小のマスコットキャラクター

について記述した児童Bの完成作品である。 (N章2節

(3) を参照）

表5:児童の完成作品（原文のまま）

児童A(学芸会について）

We decide our roles. 

We practice hard. 

We enjoy watching many stages. 

We make wonderful stage. 

児童B (A小のマスコットキャラクターについて）

We have a school character. 

We make this Character. 

She wears school uniform. 

She is two years old. 

また、「スッキリストの使用」について、毎時の振り

返りシートや記述式アンケートには、次のような児童の

記述が見られている。

820: さいしょはちょっと書くのが苦手だったけど、い

まではできました。

821: 前よりもきちんとした英語で書けたのでよかった

です。

822: いろんな単語を書いているのがとっても楽しかっ

たです。

児童全員の「書くこと」の達成と、上記のような児童

の記述から、「スッキリストの使用」は、毎時の活動で

積み重なる「できた」（＝書けた）「楽しい」の成功体験

や達成感を通して、児童のcompetenceに働きかけるこ

とができたのではないかと考える。

この他に、スッキリストを使って自分で調べて書く活

動を通して、教師に教えてもらわなくても自分の力で調

べて学ぶことができることを実感する児童の姿が、授業

中の児童の様子から確認できた。スッキリストの使用は、

主体的な学習態度の育成という点でも成果が得られた

と考えられる。

②課題

山の学習（林間学校）について薯こうとした児童Dは、

スッキリストを使用した授業の振り返りシートに、次の

ような記述をしている。

児童D:自分で伝えたいことにピッタリの言い方を見つ

けるのはむずかしくてわからないことがいっぱ

いありました。

児童Dが必要とする英語表現"Schoolcamp is~."及び

語彙"exciting"は、スッキリストに記載していた。そこ

で授業後、児童 Dに間き取り調査を行ったところ、次

のような回答が得られた。

T : スッキリストにピッタリの言い方は無かった？

児童D:無かった。

T : (スッキリストの英語表現を示して）これじゃ駄

目なの？

児童D:違う。だって私は「山の学習が楽しかった」つ

て書きたいんだもん。でも（スッキリストの記

載には）「山の学習は楽しい」だから違う。

様々なアイデアを持つ児童が、同じスッキリストを使

用する授業の都合上、スッキリストに記載する日本語は、

児童の記述と多少の差異が生じてしまう。そこで、個別

支援として、児童Dには "Sh
．． 

、 cool camp IB_exc1ting."と

いう記述に対して"Schoolcamp匹 IBexciting."という支

援をする計画だった。しかし、児童 Dは、現在形と過

去形の違いに加え、日本語の格助詞「が」と「は」の違

いに対しても違和感を覚えていたようであった。つまり、

児童 Dは日本語で書いたアイデアに対し、強いこだわ

りを持っていたと考えられる。

このことから、「スッキリストの使用」については、

児童の「自分の書いた日本語が、そのまま英語にならな

い」という違和感を解消しきれなかったことが課題であ

ると考える。児童の思いや考えに対するこだわりを尊重

しながら、自分の言いたいことは伝わるという英借文の

イメージ共有及び実感の場を、より一層丁寧に行うべき

であった。

この他に、スッキリストを作成した筆者の実感として、

児童のアイデアによっては、児童にとって馴染みの薄い

英語表現や語彙を使わざるを得ない場面があった。児童

のcompetenceに効果的に働きかけるためには、児童に

とって「知らない」或いは「分からない」英語表現を避

けるべきであったと考える。今後の課題として、本研究

の「スッキリストの使用」のような手立てを講ずる際は、

使用言語の精選に留意する必要性がある。

(3)読み合う活動の設定

①成果

授業中の児童の様子や、 IV章3節 (2)で報告した児

童の記述からは、自分の思いが「書くこと」で伝わるこ

とや、「書いたもの」を通して、相手の思いが分かるこ

とを実感する児童の姿が見られた。また、児童が自分の

ことばで「書いたもの」に、他者からの共感やアドバイ

ス、感想といった反応が得られることに「うれしさ」や

「おもしろさ」を感じる児童の姿も確認できている。こ

のことから、「コミュニケーションが楽しい」という

relatednessに働きかけるための手立て「読み合う活動

の設定」の成果として、「書く活動」に他者と関わり合

う機会を設定することで、 relatednessに働きかけるこ
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とができたのではないかと考える。

②課題

毎時の振り返りシートや記述式アンケートには表れ

なかったが、授業中の児童の様子に注目をすると、児童

によっては、時間を十分に使うことができず、読み合う

活動を充実させることができなかった。

例えば、第5時から第7時の場面では、スッキリスト

を使って英語表現を調べることに集中したり、T寧に薯
き写したりすることに没頭し、読み合う時間に比べて個

人で活動する時間の方が長い児童が見られた。また、第

8時の場面では、完成作品とスッキリストを照らし合わ

せながら読むことに時間がかかり、コメントシートにメ

ッセージを薯く時間が短くなり、一部の児童は完成作品

を読むだけに留まっていた。

本実践では、 A小学校と実践学級の実態から、児童が

英語で「書くこと」の学習機会を多く得られるよう配慮

した。しかし、 relatednessに働きかけるための読み合

う活動を充実させるためには、「書くこと」の活動内容

及び時間を精選する必要があったと考える。そのために

は、 V章 1節 (2)でも述べた、質的及び量的に児童の

負担にならない学習活動を設定することで、読み合う活

動の時間を確保するといった、無理のない学習活動計画

及び単元計画を設定したい

V1 まとめと今後の展望。

本研究は、小学校外国語科における文字指導「書くこ

と」の学習場面で SDTを活用し、 3つの心理的欲求

autonomy、competence、relatednessに働きかけるこ

とで、児童の英語を学ぶモチベーションの向上を目指し

た授業実践である。 3つの手立てを講じた8時間の授業

実践を通して、「意欲的に英語学習に取り組むことので

きる児童」という、単元のめざす児童の姿に迫ることが

できたのではないかと考える。図5は、実践終了後、本

実践について得られた児童の記述を用いて、英語を学ぶ

モチベーションの向上という観点で筆者が図式化した

ものである。図5にある通り、自己決定理論を用いた、

3つの心理的欲求に働きかける手立てが、英語学習への

モチベーションに影縛を与えるきっかけとなったと考

える。

まず、 autonomyについては、書く内容への自由裁量

権を児童に与えた「A小ガイドブックの作成」を通して、

児童の「伝えたい」という思いを尊重することができた。

「自分の薯きたいことについて自由に書けたので楽し

かった」とする児童の記述から、 autonomyに働きかけ

ることができたと考える。

次に、 competenceについては、英語で「書くこと」

ができるように作成した「スッキリストの使用」を通し

て、書くこと」への自信や達成感を積み重ねることが

できた。英語で「書くこと」に対して「スラスラ書ける

ようになったらすごくおもしろい」とする児童の記述か

ら、 competenceに働きかけることができたと考える。

そして、 relatednessについては、本実践で講じた「読

み合う活動の設定」という手立てを通して、「書くこと」

をきっかけに生まれるコミュニケーションによさを感

じる児童の姿を引き出すことができた。「みんなとコミ

ュニケーションがとれていい」とする児童の記述から、

relatednessに働きかけることができたと考える。

自己決定理論の枠組みと、 3つの心理的欲求に働きか

ける手立てを用いた本研究は、autonomy、competence、

relatednessの充足と、児童の記述にある「英語をもっ

と薯けるようにしたい」という英語を学ぶモチベーショ

ンの向上に関連があったと考えられる。今後は、児童の

英語を学ぶモチベーションのさらなる向上を図るため、

「聞くこと」「話すこと」を通して、十分英語に慣れ親

しむ学習活動を行ったうえで、「書くこと」に繋げると

いう音声指導から文字指導への繋がりを意識した授業

実践及び研究を進めていきたい。

図5:児童の記述で整理した英語を学ぶモチペーショ

ンの向上
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